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838 エ ピク ロ n ヒ ドリンの微生物分解 に関 する研 究

（譲山県立大 ・工 ・生 物コニ学研究セ ン タ
ー
） ○落合　淳、浅野泰久

【融 蠣 xe ピク ロ 藺 ヒ ドリン（EP ，
1）はエ ポキシ樹脂、接着剤 、医薬な どの各種合成 中間

体な どに幅広く使わ れ て い る有用な 化合物で ある 。 本研 究で は、工 業的に安価 に生産 さ

れ て い る ラセ ミ体EP （D に注 鷏 し、　 EP 分解菌の 探索及 び特徴付け 、エ ポキ シ ドヒ ドN ラ
ー

ゼの 精製及 び諸性質の解 明、遺伝子 の単離等 を行 うこ とを鬨的 として い る 。

【方法及 び結果蘯EP （1）で汚染 された土 壌を分離源 に、炭素源 として EP （1）を 加えた合成培

地を用 い て 馴養培養 を行 っ た結巣 ．数株の EP 分 解薩を分離す る こ とに成功 した 。 得 られ

た EP 分解菌の 内数株はEP（1）を高速に完全分解 し、　 EP の の 減少に伴い 培地中へ の 塩素イ

オン の 放 出が確認され た 。 ま た、他の 数株は EP（1）か ら 自発的 に水和 され た 3一ク R ロ
ー

1，2一プロ パ ンジオ ール（2）を分解 して い る と考え られた。EP （1）の高速分解を示 すグラム陽

姓菌2株及 び陰性菌1株の 計3菌株を岡定 し、その 内溜 加 o 諏 惚 甜 溜 ψ cl8 η3 よ りエ ポキシ ド

ヒ ドロ ラ ーゼを精製 した 。 今回は 、酵素化学的諸牲質等にっ い て報告 する 。
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839　　　　　 撫 c 蝦 認 steaotkermopfrifus リ ン ゴ酸脱水素酵 素

　　　　　　　　　の 診 断用 酵 素 と して の 機能 及 び構造的解析

　　　　　 O 酉矢 芳 昭 （東洋紡敦賀 バ イオ）， 平山令 明 （東海大工 生物）

【日的〕 リン ゴ酸脱水素 酵素 （MDH）は 、肝 機能の 指標と な る 生体試料中の GOT（ゲルタミ

ン酸 オキザ ロ酢 酸 トランスアミナーゼ ）の 測 定 に 用 い ら れ る 。 我 々 は 、 Baciilvs

stoarotkcrmophi ！tis　ATCC120i6が 安定性 に優れ る MDHを生 産 す る こ とを見 い 出 し．

こ の 耐熱 性 MDH（s鬮DH）の ク ロ
ー

ニ ン グ と高発現 に成 功 した （1996年農芸化 学会要旨集

pl，56）。 今 lui、　 sMDH の 診 断用 酵 素 と して の 機 能 及 び 構 造 と の 関係 に つ い て 検 討 し

た。

【方法及 び結果】 sMDEI は、診断用MDIIと して 利用 され て い る pig　heartや 蹟 θ跚 媚 由

来の MDHよ り反 応性，安定性 に優れ た 。　 sMDH の
一

次 構造 は 、  Hよ り乳酸脱水素 酵素

（LDH）と相 同性 が 高 い タイ プで 、　 Baci！ikis　 stearothermo ρhiki
’
s　 ATCC12et6の LDHを

ク ロ
ー

ニ ン グ した と こ ろ 、 sMDH と 高 い相 同性 を示 し た。　 sMDH の 高次構造 をhomology

modeling に よ り構築 した の で 、構 造的解析 の 結果 に つ い て も報告す る 。
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